
 

１ 

 

1 

 

 

 

 

 

 

令和５年度対馬地域 
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１．はじめに 
・令和３年５月、国において「みどりの食料システム戦略」が策定さ
れ、農林漁業者が化学肥料・化学農薬に由来する環境への負荷の低
減を図るために行う事業活動を促進するため、長崎県と県内２１
市町が協働、推進することとなりました。 

 

・農業分野では、今までの栽培体系を見直し、化学肥料や化学農薬の
使用量を減らすなどの「①環境にやさしい栽培技術」、従来よりも
省力化を進める「②省力化に資する技術」を合わせた栽培体系（グ
リーンな栽培体系）への転換が求められています。 

 
・そこで対馬農林業振興協議会では、水稲栽培の分施体系（基肥と追
肥を行う栽培体系）において、 

①基肥（BB特栽８６２号）を有機質１００％で安価な鶏糞ペレット
に置き換えることで化学肥料の使用量を削減し、 

②育苗箱施薬剤を慣行の３成分剤（防人箱粒剤）から紋枯病にも効
く４成分剤（スクラム箱粒剤）に置き換え、本田での紋枯病防除を
１回分削減、 
が可能な栽培試験を行い、その結果を新しいマニュアルとして作成
しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 普段の栽培方法から、大きく変更がある部分は、 
① 基肥（４０ｋｇ／１０ａ）をペレットけいふん（１２０ｋｇ／１０ａ）に、 
② 箱施薬剤を「防人箱粒剤」から「スクラム箱粒剤」に、 
変更するだけで実践できます。 

基肥について 
BB 特栽８６２号が、５，０３８円×２袋／１０ａ＝１０，０７６円 

ペレットけいふんが、６７１円×８袋／１０ａ＝ ５，３６８円 
合計４，７０８円／１０ａの肥料代が削減できます 

（令和６年１月末時点 税込み価格） 
 
 
 
 
 

 

〇施肥基準については、環境直接支払交付金制度の栽培にも対応して
います。 
【注意】 
環境直接支払交付金取組者は農薬成分数を、スクラム箱粒剤
（４成分）含め１２成分以下にしてください。 
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２．令和５年度 グリーンな栽培体系 栽培試験より 
（１）実施場所：対馬市上県町佐護 
（２）試験方法 

  
施肥量                   （ｋｇ／１０a） 

※ペレットけいふん  N：P：K＝３：４：３ 
BBNK２号     N：P：K＝１６：０：１６ 
BB特栽８６２号  Ｎ：Ｐ：Ｋ＝８：６：２ 

 
（３）調査結果 

(ア)生育調査 
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【草丈について】 
出穂２０日前（８月１日）まで、 
ペレットけいふん区と、 
特栽８６２区は同程度で推移
した。 

【茎数について】 
移植１０日後（６月１３日）か
ら移植４５日後（７月１８日）
まで、ペレットけいふん区の茎
数が少なく推移したものの、 
出穂２０日前（８月１日）時点
では、ペレットけいふん区と特
栽８６２区は同程度になった。 

試験区 品種 移植日 出穂期 収穫日 栽培密度 面積 施肥量

ペレットけいふん 8月21日 17.0株/㎡ 20a

BB特栽８６２ 8月16日 16.2株/㎡ 20a
なつほのか 6月3日 9月13日 下記のとおり

基肥 穂肥 穂肥

1回目 2回目

7月28日 8月7日

・ペレットけいふん １２０ ３.６ ４.８ ３.６

・BBNK２号 １０ １０ ３.２ ０ ３.２

計　  ６.８ ４.８ ６.８

・BB特栽８６２号 ４０ ３.２ ２.４ ０.８

・BBNK２号 １０ １０ ３.２ ０ ３.２

計　  ６.４ ２.４ ４.０

成分量

肥料名
N P K

２ 
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(イ)紋枯病調査 

 

（４）結果より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．箱育苗（稚苗）作り 
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調査日

区割 調査株数 発病株 発病率(%) 調査株数 発病株 発病率(%)

①スクラム箱粒剤

（試験区）
300 3 1 300 13 4.3

区割 調査株数 発病株 発病率(%) 調査株数 発病株 発病率(%)

２防人箱粒剤

　（慣行区）
300 18 6 300 20 6.7

8月9日 8月30日

＜ペレットけいふんへの置き換えについて＞ 
・ペレットけいふん区は特栽８６２区と比較して、草丈、
茎数、SPAD値は１回目の穂肥時期には同等となり、出
穂期までの差はないと思われ、基肥をペレットけいふん
に置き換えることは可能と思われる。 

＜スクラム箱粒剤への置き換えと本田防除削減について＞ 
・スクラム箱粒剤区は防人箱粒剤区と比較して、出穂１０
日前まで紋枯病の発生を抑え、その後も低く推移し上位
進展も少なかったことから、箱施薬剤をスクラム箱粒剤
に変更することで出穂前の紋枯病の臨機防除は削減でき
ると思われる。 

 
※ただし、本田基幹防除１回目を省略した場合、減収する
恐れがあるので、基幹防除については削減しない方が望
ましい。 

【SPAD（葉色）について】 
移植２６日後（６月２９日）から
移植４７日後（７月２０日）まで、
ペレットけいふん区の SPAD 値
が低く推移したものの、 
その後出穂１８日前（８月３日）
時点では、ペレットけいふん区と
特栽８６２区は同程度になった。 

【紋枯病防除効果について】 
スクラム箱粒剤区は、 
出穂１０日前まで紋枯病の発
生を抑え、その後も低く推移
し、紋枯病の上位進展も少な
かった。 

３ 
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３．グリーンな栽培体系 水稲栽培暦 
 
〇箱育苗（稚苗）づくり 

 
〇施肥基準                （ｋｇ／１０ａ） 

 

 

〇土づくり 
地力の維持・増進のため、堆肥及び土壌改良剤を施用しましょう。 

 

・ごま葉枯れ病発生田ではけい鉄や地力アイアンマンを施用する。 
・完熟堆肥は１，０００ｋｇ/１０a施用する（田んぼの肥沃度によ
り加減する）。 

  

１回目
備　　　　考

１２０

穂　　肥

２回目

１０

・基肥は田植え一週間前頃に施肥する
　　〇なつほのか穂肥
　　　１回目：出穂　２０～１８日前
　　　２回目：出穂　　　　１０日前
※ペレットけいふんは気温等で肥効が変わるので、穂
肥の時期に葉色が濃い場合は施肥の量を減らす。

グ
リ
サ
ポ

基肥
　　　　　　時期
肥料名

ペレットけいふん

ＢＢＮＫ２号 １０

地力アイアンマン ６０～８０ けい鉄 ２００

ケイカリン ６０～８０

土壌改良材 ｋｇ/１０ａ 土壌改良剤 ｋｇ/１０ａ

ケイカル ２００

３．育苗管理

生　育

播種後日数 ―

温度
管理

播　　種

移植前

イネミズゾウムシ
ウンカ類
いもち病
コブノメイガ
紋枯病

苗立枯病

対象病害虫

夜　３０℃

病害虫
防 除

昼　２８℃ 昼　１８～２０℃

３日目～

昼　３０℃ 昼　２２～２５℃

夜　１８～２０℃

播種前

時期

移　　植

夜　１５～１８℃

出　　芽 緑　　化 硬　　化

５日目～

夜　２５℃

１２日目～ ２０～２５日

７日前から外気にならしておく

１．育苗箱、床土準備　育苗箱は水洗しておき、１０ａ当り２０箱、床土は１００L（１箱５L×２０箱）準備する。

２．種子の予措および播種
(1)種子　　　　　種子は１０ａ当り４ｋｇ準備する。
(2)塩水選　　 　水１０Lに食塩を、うるちは約２.１kg（比重１.１３）、もちは約１.２kg（比重１.０８）を使い塩水選を行った後良く水洗いをする。
(3)種子消毒　　水１０L当たり、ヘルシードＴフロアブル50ｃｃおよびスミチオン乳剤１０ｃｃを溶かした液に24時間浸漬する。
(4)浸種、催芽　真水（１５℃前後）に５日間浸種する。その後３２℃のぬるま湯に２４時間浸種し鳩胸状とする。
(5)播種　　　　　苗床にダコレート水和剤を灌水した後、１箱当たり催芽籾１５０～１８０ｇを均一に播種する。

５０ｇ／箱
移植３日前～移植当日まで

育苗箱の上から均一、丁寧に
散布し、培土に定着させるため
に軽く散水を行う。

適　用　農　薬 １箱当り使用量 摘　　　　要

ダコレート水和剤

スクラム箱粒剤

水１０L当たり、２０ｇを溶かす５００倍液　　５００mL／箱

４ 
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本田の管理基準 
【◎は基幹防除（是非必要な防除）  ○は多発時（臨機）に防除】 

 

※ 開花期間中の防除はミツバチへの影響に注意する。 
  

月 旬

上

５ 中

下

上

６ 中 ビーム粉剤ＤＬ

下 有効

上 パダントレボン粒剤L

最高

７ 中

下

上

　

中

下 深水

上

９ 中

下

上 期 落水

１０ 中

下

◎穂いもち､ｶﾒﾑｼ

　ｳﾝｶ･ﾖｺﾊﾞｲ類

穫

形成期

秋ウンカ発生田では、スタークル粉剤DLを収穫７日
前までに１０ａ当り３ｋｇ散布する。

◎ｶﾒﾑｼ

刈取適期は、１穂当り青籾が５～１０粒ある時期で
す。

適期収穫

キラップ粉剤ＤＬ

アプロードロムダンモン
カットＦ粉剤ＤＬ

◎ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ
紋枯病･ｳﾝｶ類

植

４ｋｇ

４ｋｇ

収

田植準備
基肥施用
田植え
除草剤散布

深水

穂肥２回目

○ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

○葉いもち

○穂いもち

３ｋｇ

間断灌水

徐々に深水

生育過程 水管理 摘　　　要適用農薬対象病害虫作業名
10a当たり
使用量

ブラシントレボン粉剤ＤＬ

オリブライト２５０G

仕上げの水分を１５％程度にする。

４ｋｇ

出穂１０日前まで（収穫４５日前まで）に散布する。
（スクラム箱粒剤に変更することで、この時期の紋
枯病の発生を低く抑えることができるため、穂肥１
回目の時期の紋枯病の臨機防除は削減可能）

穂肥１回目

出
穂

期

早期落水は品質を落とす原因になるため、適期落
水を心がける。乾燥しすぎた場合は走り水を行い、
水分の補給を行う。

 分げつ期

分げつ期

間断灌水
浅水又は

２５０ｇ

溝切り

中干し

幼穂

コブノメイガに対する薬剤散布は、成虫の発生最盛
期に散布する。

浅水又は

８

イネクロカメムシの多発田ではスミチオン粉剤３DL
またはトレボン粉剤DLを１０ａ当たり３～４ｋｇ散布す
る。

移植は株間１８～２１センチで行う。

カメムシ防除は夕方一斉に行う。時期は穂揃期に１
回、その７～１０日後に２回目を散布する。

稲こうじ病が前年に発生した圃場は出穂１０～１４
日前にＺボルドー粉剤ＤＬを１０ａ当たり3～4ｋｇ必ず
散布する。

田

葉いもち発生田ではビーム粉剤DLを１０ａ当たり３～
４ｋｇ散布する。

根の発育促進のため必ず中干しをする。

３～４ｋｇ

５ 
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〇農薬使用基準 

 
※農薬は使用基準を守り、安全・安心の米づくりにつとめる。 
 
〇除草剤使用基準 

 
※防除の時は周辺の作物・ハウスへの飛散に注意しましょう。 
※防除の時は周辺ほ場の方に前もってお知らせをしましょう。 
  

　

 ヘルシードＴフロアブル ●

 スミチオン乳剤 ●

 ダコレート水和剤 ●

スクラム箱粒剤 ● ● ●

スミチオン粉剤３DL ●

 トレボン粉剤ＤＬ ● ●

 ビーム粉剤ＤＬ ●

パダントレボン粒剤L ● ●

 オリブライト２５０G ● ●

スタークル粉剤DL ● ●

 アプロードロムダンモンカットＦ粉剤ＤＬ ● ● ●

 ブラシントレボン粉剤ＤＬ ● ● ●

キラップ粉剤ＤＬ ● ●

Ｚボルドー粉剤DL ●

育苗時

薬　剤　名

２

１

３～４ｋｇ／１０ａ

３

農薬使用基準等による

１０００倍

使用量・濃度

カ
メ
ム
シ
類

３～４ｋｇ／１０ａ 出穂１０日前まで -

３～４ｋｇ／１０ａ

５０ｇ／箱

使用期間
(収穫前)

ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ
イ
類 使用回数

(以内)

１

１

４００～６００倍
(０.５L/箱)

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
類
・

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

苗
立
枯
病

２００倍

紋
枯
病

３～４ｋｇ／１０ａ ２１日

本　　田
種子
消毒

紋
枯
病

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

稲
こ
う
じ
病

い
も
ち
病
・
ば
か
苗
病
等

い
も
ち
病

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

１
出穂１０日前まで(但し、
収穫４５日前まで)

３～４ｋｇ／１０ａ

４ｋｇ／１０ａ

浸種前

７日

７日

播種前

移植３日前～移植当日

播種時～緑化期、
但し、播種１４日後まで

３～４ｋｇ／１０ａ

７日

３ｋｇ／１０ａ

２

１４日 ２

２

３

１４日

２

７日 ３

３ｋｇ／１０ａ ３０日 ３

２５０ｇ／１０ａ

使用方法

初
期
・
初
中
期
剤

使用回数10a当たり使用量

原液湛水散布
移植直後～ﾉﾋﾞｴ２.５葉期
但し、移植後３０日まで

使用時期

移植直後～ﾉﾋﾞｴ３.０葉期、
但し収穫６０日前まで

１回

１回

　ウキクサ類
　藻類（アオミドロ）

　イネ科以外１年生雑草
　マツバイ、ホタルイ他

　バサグラン粒剤

　ハイカット１キロ粒剤
　１年生雑草
　マツバイ、ホタルイ他

対象雑草

　１年生雑草
　マツバイ､ホタルイ他

　１年生雑草
　マツバイ、ホタルイ他

パットフルエースＬジャンボ

移植後１５日～ﾉﾋﾞｴ３.５葉期
但し収穫６０日前まで

　１年生雑草
　マツバイ､ホタルイ他

薬剤名

サラブレッドKAIフロアブル

移植後１５～５５日、
但し収穫６０日前まで

エンペラー１キロ粒剤

　モゲトン粒剤

　クリンチャー１キロ粒剤 　ノビエ
移植後７日～ﾉﾋﾞｴ４.０葉期

但し収穫３０日前まで

移植後３日～ﾉﾋﾞｴ２.５葉期、
但し移植後３０日まで

ｳｷｸｻ類、藻類の発生始～
発生盛期、但し収穫４５日前まで

１ｋｇ

５００mL
（原液１本）

１ｋｇ

１０個
（２５ｇ×１０個）

２～３ｋｇ 湛水散布

３～４ｋｇ

湛水散布

小包装(ﾊﾟｯｸ)の
まま投げ入れる

落水散布または
ごく浅く湛水して散布

１回

１回

２回１ｋｇ

湛水散布

湛水散布

中
後
期
剤

１回

３回

６ 
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ひとりでも、グループでも、 

環境にやさしい農業に取り組んで 

  みどり認定 
を受けましょう!! 

「みどりの食料システム戦略」の実現に向けて、 

みどりの食料システム法の認定制度がスタートしました！ 

 

● 設備投資の際の税制優遇が受けられます。 

● さまざまな補助金の採択で優遇されます。 

● 環境保全技術等の情報提供を受けることができます。 

認定を受けるメリット 

（令和５年７月） 

※「エコファーマー」の認定はみどりの戦略システム法 

策定に伴い廃止となり、「みどり認定」となります。 

・「エコファーマー」更新対象者は次回更新より 

「みどり認定」を受けてもらうことになります。 

（更新書類等については大きな変更はございません） 

 

＜マニュアルに関する問い合わせ＞ 
対馬農林業振興協議会 
 
・対馬振興局 農業振興普及課（技術、みどり認定関係） 
ＴＥＬ：０９２０―５２―４０１１ 

・対馬市役所 農林しいたけ課（みどり認定関係） 
ＴＥＬ：０９２０―５３―６２１４ 

・ＪＡ対馬 営農部（資材関係） 
ＴＥＬ：０９２０―５２―１１１６ 

ご紹介 


